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国民年金からのお知らせ
●問い合わせ　熊谷年金事務所（う522‐5012）　保険年金課（う574‐6641）　岡部市民生活課（う585‐5496）

川本市民生活課（う583‐2783）   花園市民生活課（う584‐1121）

㈲ワールドファームの深谷市への農業参入に伴う協定締結
●問い合わせ　農業振興課（う577‐3298）       

大相撲『深谷ふっかちゃん場所』開催！
●問い合わせ　生涯学習スポーツ振興課（う572‐9581）

２０
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金　

　

日
本
国
内
に
在
住
の
２０
歳
以
上

６０
歳
未
満
の
全
て
の
か
た
は
、
国

民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

２０
歳
に
な
っ
て
、
学
生
・
自
営

業
者
・
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
（
無
職

の
か
た
も
含
む
）、
第
１
号
被
保

険
者
と
な
る
か
た
は
、
住
所
地
の

市
区
町
村
役
場
で
加
入
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

加
入
者
（
第
２
号
被
保
険
者
）
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
（
第
３

号
被
保
険
者
）
の
か
た
が
２０
歳
に

な
っ
た
と
き
は
、
第
２
号
被
保
険

者
の
勤
務
先
を
経
由
し
て
加
入
手

続
き
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す

（
第
２
号
被
保
険
者
が
２０
歳
に
な

っ
た
と
き
は
、
加
入
手
続
き
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

平
成
２８
年
度
国
民
年
金
保
険
料

は
１
万
６
２
６
０
円
で
す
。

　

学
生
や
経
済
的
に
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
か
た
の
場
合
は
、『
学

生
納
付
特
例
』
や
『
納
付
猶
予
』

な
ど
、
保
険
料
の
支
払
い
を
猶
予

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
加

入
手
続
き
と
併
せ
て
申
請
し
て
く

農
業
参
入
に
伴
う
協
定
を
締
結

　

市
と
㈲
ワ
ー
ル
ド
フ
ァ
ー
ム

は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
農

業
経
営
体
数
の
減
少
な
ど
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
の
協
定
を
、
11

月
17
日
に
県
内
の
自
治
体
と
し
て

初
め
て
締
結
し
ま
し
た
。

　

協
定
で
は
、『
市
が
㈲
ワ
ー
ル

ド
フ
ァ
ー
ム
の
農
作
物
生
産
や
６

次
産
業
化
な
ど
の
事
業
展
開
に
協

力
を
し
て
い
く
こ
と
』
や
『
㈲
ワ

ー
ル
ド
フ
ァ
ー
ム
が
事
業
を
展
開

す
る
際
に
は
、
地
元
在
住
者
の
雇

用
に
努
め
、
地
元
業
者
と
の
取
り

引
き
を
で
き
る
限
り
行
う
こ
と
』

な
ど
を
定
め
、
協
力
し
て
市
の
農

業
を
活
性
化
し
て
い
き
ま
す
。

㈲
ワ
ー
ル
ド
フ
ァ
ー
ム
の
概
要

　

平
成
1２
年
に
茨
城
県
を
本
拠
地

と
し
て
設
立
さ
れ
た
有
限
会
社

で
、
鳥
取
県
、
鳥
取
県
倉く

ら

吉よ
し

市
な

ど
と
５
つ
の
協
定
を
締
結
し
て
い

る
ほ
か
、
秋
田
県
や
大
分
県
な
ど

全
国
に
生
産
拠
点
を
設
け
、
キ
ャ

ベ
ツ
な
ど
の
野
菜
生
産
お
よ
び
カ

ッ
ト
野
菜
、
冷
凍
野
菜
、
乾
燥
野

菜
な
ど
の
加
工
販
売
ま
で
一
貫
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。

だ
さ
い
。

　

こ
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
、

国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ

て
い
る
と
、
年
金
（
老
齢
年
金
や

障
害
年
金
な
ど
）
が
受
け
取
れ
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

老
齢
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

　

老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由

と
す
る
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
な

ど
の
公
的
年
金
を
受
け
取
ら
れ
て

い
る
か
た
に
は
、
１
年
間
に
支
払

わ
れ
た
年
金
の
金
額
や
源
泉
徴
収

さ
れ
た
所
得
税
額
な
ど
を
お
知
ら

せ
す
る
『
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
』
が
１
月
中
旬
～
下
旬
に
日

本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
源
泉
徴
収
票
は
、
確
定
申

告
や
、
源
泉
徴
収
の
還
付
を
受
け

る
際
に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

※
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
受
給
者

に
は
、
源
泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ

ま
せ
ん
。

※
源
泉
徴
収
票
の
再
交
付
は
、
熊

谷
年
金
事
務
所
ま
た
は
『
ね
ん
き

ん
ダ
イ
ヤ
ル
』（
う
０
５
７
０
‐

０
５
‐
１
１
６
５
）
へ

　

大
相
撲
の
地
方
巡
業
が
、

２1
年
ぶ
り
に
深
谷
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
横
綱
を
は
じ
め

と
す
る
力
士
た
ち
に
よ
る

本
場
所
さ
な
が
ら
の
取
組

に
加
え
、ち
び
っ
こ
相
撲
、し
ょ
っ

き
り
（
相
撲
の
禁
じ
手
を
面
白
お

か
し
く
紹
介
す
る
見
せ
物
）、
相

撲
甚じ

ん

句く

（
力
士
が
土
俵
上
か
ら
独

唱
す
る
七
五
調
の
囃は

や
し

歌
）
な
ど
も

行
い
ま
す
。
力
士
と
触
れ
合
う
貴

重
な
機
会
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
き　

４
月
２4
日
㈪
午
前
８
時
～

午
後
３
時

と
こ
ろ　

深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

※
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
場
所
な
ど
、

　
『
ふ
か
や
市
民
大
学
』
は
、
市
民

の
生
涯
学
習
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
の
理
解
を
深
め
、
学
習
を
通

し
て
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
、
学

習
成
果
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

対
象　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す

か
た

▪
市
内
在
住
・
在
勤

▪
深
谷
市
に
関
心
が
あ
り
、
地
域

に
積
極
的
に
関
わ
る
意
欲
が
あ
る

▪
４
月
１
日
㈯
現
在
で
1６
歳
以
上

と
き　

原
則
毎
月
２
回
・
土
曜
日

午
前
９
時
3０
分
～
正
午
（
開
校
式

を
含
む
全
２０
回
）

定
員　

８０
人
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
市
内
在
住
の
新
規
応

募
者
優
先
）

入
学
金
（
学
費
）　
１
万
円

※
芸
術
鑑
賞
の
入
場
料
な
ど
は
、

別
途
負
担

申
し
込
み　

１
月
５
日
㈭
～
２
月

２８
日
㈫
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先

へ
。
ま
た
は
、
応
募
用
紙
を
直
接

問
い
合
わ
せ
先
か
、
総
合
支
所
市

民
生
活
課
、
公
民
館
へ

『第8期ふかや市民大学』受講生募集
●問い合わせ　ふかや市民大学事務局（生涯学習スポーツ振興課・う572‐9581）

とき 内容（講座テーマなど）
4月22日㈯ 開校式、学長講話 、オリエンテーションなど 
4月29日㈯ 深谷市の歴史
5月20日㈯ 渋沢栄一関連講座 
6月  3日㈯ 渋沢栄一関連施設現地学習
6月17日㈯ 認知症サポーター養成講座
7月  1日㈯ 成年後見制度
7月15日㈯ 災害への備え、普通救命講習
9月  9日㈯ 市民主体のまちづくり
9月23日㈷ 川本地区の伝統芸能

10月  7日㈯ 埼玉工業大学講座
10月28日㈯ ロコモティブシンドローム予防講座
11月11日㈯ 環境学習講座
11月18日㈯ 東都医療大学講座
12月  2日㈯ 渋沢栄一の晩年の思想にふれる
12月16日㈯ 消費生活講座

    1月13日㈯ コンサート
    1月20日㈯ 食の安心・安全

 2月  3日㈯ 国際理解と交流活動
2月17日㈯ 副学長講話、卒業式

※講座内容・日程などは変更になる場合があります

詳
し
く
は
大
相
撲
深
谷
場
所
実
行

委
員
会
（
う
５
２
６
‐
５
５
１ 

１
）
へ

【
ち
び
っ
こ
相
撲
】

　

出
場
者
全
員

に
、
日
本
相
撲

協
会
よ
り
記
念

の
ま
わ
し
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

対
象　

小
学
生
男
子

定
員　

3０
人

申
し
込
み
　
３
月
２０
日
㈷
ま
で
に

大
相
撲
深
谷
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
場
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
か
『
深
谷
ふ
っ

か
ち
ゃ
ん
場
所
』
で
検
索
）
か
ら

申
し
込
み

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

市が抱える農業課題

農業従事者の高齢化 平均年齢5.8歳上昇
60.6歳→66.4歳

農業経営体の減少
（農家数の減少）

経営体（農家）が587減少
3,214経営体→2,627経営体

遊休農地の増加
（耕作されない農地の増加）

遊休農地が38.02ha増加
126.43ha→164.45ha

▲平成22年から平成27年の推移を示しています

▼
協
定
締
結
式
の
様
子
。右
か
ら
㈲
ワ
ー
ル

ド
フ
ァ
ー
ム
上う

え

野の

裕ひ
ろ

志し

代
表
取
締
役
社
長

と
小こ

島じ
ま

市
長


